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福岡県医師会，障害者世業 セ " ノ ター．身体障古者施設 

協 睡余．精神障害者社会復帰施設 協 離合，障害者更 

生相談所．北九州市障害福祉 セ " ノタ一 ，九州大学 

  オブザーバー : 患者会． ヌ ・福岡市・北九州市行政担当者 

各地の支援活動 
  久留米 

- 本人および家扶の 柏 ぬ 

- 医俺佐問 の 桔 冊立 ぬ & び 受け入れ 祖軽 院内の連 舶窩亜 

- 文 撰 計画策定 会 紘など 

  福岡 

- 近所 訓掠 ( 仁川・ダループ 川城 ) 
- 在宅生活を送る 上での 珪劫辞軽 ・生活安定 

  北九州 

- 社会資源の招介や 社会ま 活 上の活 問頓 に対する調整 

- % 係 推問とのケア 会 ぬの 穏至 

- 恵 甘 ・家扶． 医繍牡 閏からの受診依頼の 糖葉 

- 仮宮の診断． 訓 Q. 吋傍複冊 

  平成 16 年度事業 

  支援システムの 再結成 

- 福岡県高次脳機能障害支援対策整備推進委貝 金 

( 委員 長 : 福岡県岡本 医監 ) 

- 産業医科大学リハビリ．久留米大学 樹 外科・福岡市 

立心身障害福祉センター． 県 リハセンター 

- 上記 3 施設にコーディネーターを 配 古し，支援を 実施 

  高次脳機能障害支援に 関する 啓豪 ・教育活動 

  高次脳機能障害者の 医療・福祉機関の 受け入れ一ミ 

  高次脳機能障害の 評価・訓練・ 社会支援の検討 
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各地の啓蒙，教育活動 

・久留米 : 環境福祉事務所連絡会 

・福岡 : 行政窓口担当者の 学習会 (2 回 ) 

作業所・授産施設対象の 学習会Ⅱ 回 ) 

・北九州 : 福岡県モデル 事業研修会 ( 企画運営 ) 

産業医科大学 り /Y ビリテーション 講習会 

障害者地域支援セミナー 

受け入れ機関一覧 
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長崎 29 l9 . 本次年 援能匝宙 吉の受け入れに 所 する 

沖縄         アンケート 

  計 353 2l3 . 公 去に同音した 捷 曲名とその内会を 

小冊干にして 配布 (2 ハリ 

  MSw や行政の森コ 莱務 に活用 

  
第 2 回産業医科大字 リ / ぜ リテーション 講習会 

日時 : 平肉 1 ヰ こ月Ⅱ 日 ( 俺 田お右目 ) 粍所 : 産菜 医科大宇クマゾイ 一ニホール 
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名古屋市の 
支援セント活動状況と 問題点 

( 平成 W6 年度 ) 

  

名古屋市総合リハビリラリヨンセン 外 

名吉則 ハの 

高次脳機能障害者支援システム   
I 総合拠点方式             @                 
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① 医荻亡 外来・入院、 辞 価 ( 高次 俺 評価 ) 
・主治医によるマネジメ 卦， フ % ゴヮフ ・ 

②医学的訓練二心理、 ST 、 OT で実施 
・高次 俺 に特化した訓練・カウンセリング ，家扶指導 

③生活訓練 ヰ 身体障害者更生施設で 実施 

・陣吉者千振米所持者 3 名 /50 名 

④ 牡能 訓練 ヱ 更生施設五所前門で 実施 

・通所 : 支柱 穏 2.0 名 + 手牡未 所持者 10 名，入所Ⅱ 0 名妓 

⑤相談二株吉相談室、 高次 樹 機能障害支援 近 Ⅰ事業室 
⑥支援二更生施設・ 牡能 ，心理、 高次 俺近丁 事業室で実施 

  

 
 

[ る 古屋市 ] 

支援セント活動実績 ( 概要 ) 
◆名古屋 小 受診者数 (H16. 5 イ見 /S 迫間 ) 

・ 月環窩者 959 人高次田 援能 障害あ り 698 人 
うち、 狭義 242 人志 韓 456 人 

◆相談者 (HK6.1O-n2 月 / 固 リハ送付 デ 一が 

・総数 36.H 件 ・ 209 人 ( うちコーディネ 叶 関係 230 件 ウ 8 人 ) 

・障害 別 : 俺外俺者 67%( 同明 榛 - 周外緩考 82%)/ 人数 比 

口一デ 神丑 内容 : 就業関係 37%, 訓練関係 30% 

  ◆ ・ 3 フ 俺放 ト トク 5]8 活勒 件施設関連 (HI6.l0.16-12 28%. 月 / 相談 国膝 棲朗 送付 22% デ 一カ 、 構場 20% 
  

  

[ 名古屋市 ] 
H16 年度モデル事業計画 

]. 牡 其体制・利用枠の 拡大 

①支援 ] モ ・ ィキータ 一の配置 

  高次 囲棲能 日吉支援モデル 事業室設置 
  1 名専任 は デル 事 友華 ).1 名分兼任 

・施設、 肱能 利用者以覚の 支柱をモデル 事業室が対応 

②身体 は 言舌手帳 を持たない高次 咄 % き者の更生施設利用 (3 名 
分 ) 

2, 支損ゼ カ ー 低能の充実 
①医療 - 訓紅づ 支柱 に 至る包括的 ァブ倖 子の充実 

②支援コーデ 神丑 業務 ( 課題の整理・マネ ゾ メントーモニタリン ゲ ) の充実 

③ 地 牡の拠点づくりを 目指した取り 組み 

④当事者団体，家扶余支援の 強化 

⑤その他二胡 悔 啓発、 訂 脊 研究、 舌査 協力、 等   
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◆辛菜方針 笘仮 
  名古屋市立接対五 % 億 
推進 圭 貝金 (2 回 @ 年 ) 
  フ " びノ "1 先金 帝い回 @ 遇 ) 
  作案何 % れ口唄 ) 

◆ 宙壬 ・分析 
  拓次 億接援庫審 受粉者 笘棄 ・分析 

    百文田技 高次 憶 Ⅰ 徒庇 緩庫 言者要介 言者ケロード 荻 年立㌢ 表作成 亜 窩 ・分析 ； 

@ り ス 欠ネ ゾ / 升宙毒 ・分析   

◆ 研悔 ・ 啓尭 
・ 名 古庄 りハ 見学 研傍 会い回 l2 ケ月 ) 
・サス欠ネゾルト 研 休会・マスコミ 取材 字 力 

    位外信リハビリトション 舐 古今 

( 名 古里市覚 2 合牡 ) 
    みずほ株全一格覚 俺祇 古金 
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ヒ 古屋 司 

支援セントにおける 問題点と課題 
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平成 1 6 年度高次機能障害支援モデル 事業の活動状況と 問題点 

国立身体障害者リハビリテーションセンター 

1 , 病院における 活動報告 

(1) 相談業務 

医療福祉相談室に 支援コーディネイター 1 名設置 ( 主任 MSW の兼務 ) 

相談件数 2 8 1 件 ( 平成 1 6 年 4 月～ 1 2 月 ) 

前年度、 同時期には 1 0 4 件であ り、 前期モデル事業報告後倍増した。 

相談者の居住地は、 東京都 (1 0 8 件 ) 、 埼玉県 (5 9 件 ) が過半数を占める 

が 北海道から沖縄まで 3 3 県と広範囲であ った。 

(2) 高次脳機能障害外来 

平成 1 6 年 9 月から神経内科の 特殊外来として 高次脳機能障害外来を 解説した。 

実施日 : 毎週火曜日午後、 水曜日午双 ( 完全予約制 定員各 3 名 ) 

受診者 : 3 8 名 ( 平成 1 6 年 9 月～ 1 2 月 ) 

(3) 高次脳機能障害リハビリテーションの 実施 

高次脳機能障害診断基準を 満たす入院患者 4 9 名 ( 平成 1 6 年 4 月・ 1 2 月 ) 

に医学的リハビリテーションを 実施した。 

(4) 家族支援 

ア 、 家族学習会の 実施 

隔月で開催、 5 回実施・参加者 延べ 6 5 名、 家族 9 0 名 

イ 、 パンフレットの 改訂 ( パンフレット 小委員会 ) 

前年度作成したパンフレット「高次脳機能障害について 理解を深めていた 

だくために」の 内容の充実を 図った。 

平成 1 7 年 3 月発行予定 

ウ 、 家族支援のあ り方の検討 ( 家族支援小委員会 ) 

日常診断、 相談内容・家族学習会などから 家族のニーズを 抽出し、 リ 八病 

院における家族支援方法を 検討した。 来年度試行予定。 

家族支援に関しての 職員向け研修会を 実施予定 ( 平成 1 7 年 2 月 ) 

， (5) 問題点 

ア 、 マンパワ一の 確保 
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イ 、 各地域 ( 特にモデル事業に 参加していない 地域 ) の支援体制の 情報収集 

ウ 、 啓蒙活動の充実 

2. 更生訓練所における 活動状況 

(1) 更生訓練所の 相談業務 

更生訓練所相談判定訳に 支援コーディネーター i 名 設置 ( 心理の兼務 ) 

相談件数 約 3 0 件、 高次脳機能障害を 併せ持つ者 1 0 (M 件 

(2) 高次脳機能障害者に 対する支援体制の 整備 

( ア ) 高次脳機能障害者の 理解と一連の 実践体制の強化を 図るため、 職員研修を 

行った。 

研修回数     l i 回 ( 参加者各研修に 約 R 0 名 ) 

( イ ) 高次脳機能障害者で 身体障害者手帳 等を持たない 者の、 訓練受け入れ 体制 

の整備を行った。 

受け大けれ : 1 名 1 0 月より 

事務的な問題、 居室の問題、 訓練に対する 支援体制など 

( ウ ) 高次脳機能障害の 診断を持つ入所者 2 1 名の訓練を実施した。 

(X) 高次脳機能障害支援ニーズ 判定票利用に 関する研究に 協力した。 

( オ ) ケアニーズに 関するアンケート 及び面接調査に 協力した。 

(3)  更生訓練所人所者のうち、 高次脳機能障害を 有している者 

肢体不自由者 ( 一般リハ課程 ) : 1 0 9 名入所 ( 平成 1 7 年 1 円規 ) 

高次脳機能障害の 診断がついている 者 : 2 1 名 (1 9. 2%) 

高次脳機能障害の 疑 い があ る者 : t 4 名 ( Ⅰ 2. 8%) 

計 : 3 5 名 (3 2. 1 %) 

( 各のコース ) 

診断がついている 者で職リハコース : 1 2 名 (5 7%) 

疑いのあ る者で職能コース     9 名 (4  3  %  ) 
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( 各コースで日常生活上問題となるケース ) ( 特に宿舎、 訓練場面において ) 

診断がついている 者で職リハコース :  8 名 (3 8%) 

疑いのあ る者で職能コース     8 名 (3 8%) 

( 例 )  ( ア ) 朝 、 起きれない。 ズル休みをしてしまう。 

( イ ) 共同生活の為、 大型冷蔵 庫が娯楽車に 用意されているが、 中に入れて 

いる、 飲み物、 食べ物等を食べてしまう。 

( ウ ) じっと見つめるなど、 他の入所者側が 喧嘩を売られているのではと 

トラブルを起こすケースが 多い。 

(x) 記憶障害等により、 机の上にあ ったものがないなどの 訴えにより対 

人関係をそこなう。 

3.  問題点 

( ア )  マンパワ一の 確保 

( イ ) 宿舎生活上において、 コミュニケーション 技能の拡大が 図れないためトラ 

ブルも多 い ことから他の 入所者に対する 啓蒙、 啓発の充実 ( 宿舎管理を含 

む ) 

( ウ )  訓練途上における 訓練マニアル 等の策定 

(x)  支援計画の内容整備体制 ( 地域のネットワークの 強化 ) 

( オ )  制度上の間 題 もあ り、 手帳 のない者に対する 訓練手当等の 整備 

91 



最終年度に向けて 委員長から御願いしたいこと 

    一般施策化に 向けて、 体制整備のあ らゆる段階でこれまでの 蓄積を活かして 中心的 

役割を果たして 頂きたい。 

2. 「高次脳機能障害者の 診断・治療・ 支援マネジメント ( 仮称 ) 」の作成に協力を 願い 

たい。 

3. 専門委員 班 ( 旧 評価基準作業 班 ) では、 診断、 評価のガイドラインをまとめる。 

4. 専 p 弓 委員 班 ( 旧訓練プロバラム 作業 班 ) では、 標準的訓練プロバラムをまとめる " 
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    全国の自治体がこれから 支援体制を整備するにあ たり、 参考になる使いやすく、 わ 

かりやすい印刷物を 作成し、 また直接的協力依頼には、 積極的にこたえて 頂きたい。 
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平成 1 6 年度高次脳機能障害支援事業関係職員研修会 ( 短期コース ) 実施要綱 

1  目 的 

高次脳機能障害支援モデル 事業の一環として、 高次脳機能障害者の 診断、 評価、 リハビリテー 

ション、 支援など関連する 諸問題について、 都道府県・指定都市における 行政担当者が、 必要な 

知識と 技 / 術を習得することを 目的とする。 

2  主 催 

国立身体障害者リハビリテーションセンター   

3  期 間 

( 短期コース )  平成 1 6 年 7 月 2 9 日 ( 木 ) ～ 7 月 3 0 日 ( 金 ) 

4  場 所 

国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院 

( 埼玉県所沢市並木 4 丁目 1 番地 ) 

5  受講定員 

1 0 0 名 

6  受講資格 

都道府県・指定都市における 行政担当の職にあ る者で、 都道府県・指定都市の 障害保健福祉 

主管部 ( 局 ) 長からの推薦のあ る者。 

7  研修内容 

別紙日程 表 のとおり。 

8  受講手続 

受講希望者は、 別紙 (1) 受講申込書を 国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院 係 

あ て 7 月 7 日 ( 水 ) までに郵送 ( 必着 ) により申し込むこと。 

9  研修会費用 

5, 4 0 0  円 ( 初日に徴収する。 なお、 宿泊費及 び 食費は含まない。 ) 

10  宿泊施設 

① 当 センタ一の研修宿泊施設に 宿泊を希望する 者は、 別紙 (2) 宿泊申込書により 申し込むこと。 

② 宿泊費用は一泊 1.250 円 ( 初日に、 一泊分を徴収する。 ) 

ただし、 宿泊は、 研修会当日 (7 月 2 9 日 ) からとし、 初日の研修終了後に 入舎となる。 

③ 宿泊施設は定員 4(M 名のため、 定員を超えた 場合は、 選考 ( 抽選 ) の うえ 決定する。 

11  受講決定 

選考のうえ、 7 月 1 5 日 ( 木 ) までに所属長または 本人あ てに通知する。 

12  その他 

① 平成 1 7 年 2 月 2 3 日 ( 水 ) ～ 2 月 2 5 日 ( 金 ) に、 都道府県・指定都市における 関係機関の担 

当者向け 鯖 院の医師友 ぴ 関係する職種並びに 福祉施設の担当者等 ) の研修会 ( 平成 1 6 年度高次 

脳機能障害支援事業関係職員研修会Ⅰ 般 研修コース M) を 実施予定であ る。 開催通知は、 平成 1 7 

年 1 月上旬に行 う 予定であ る。 

② 本 研修会に関する 照会については、 国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院 係 あ て 

連絡のこと。 
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㍻ 16%  高次脳機能障害支援事業関係 職期総 ( 短期コトス ) 日鞍 

[ 短期コース ] 

月 日 

7  月 

29  日 

( 木 ) 

 
 

午 
  
同 l4 

開講式・オリエンテーション 

( センター紹介ビデオ )  ( 9:40 ～ 10:30) 

①障害者保健福祉行政の 動向と高次 脳 
機能障害支援モデル 事業について 

(10:40 ～ 12:10) 

厚生労働省社会・ 援護局 

障害保健福祉部企画課 
課長補佐 山崎 晋一朗   

④高次脳機能障害支援モデル 事業について 
(9:00 ～ 10:00) 

国立身体障害者リハ ヒ 。 片 リョ 沌 ンター 

研究所感覚機能系 
障害研究部長 中島 八十一 

⑤生活復帰・ 介護支援プロバラム 
(10      10 ～ 11      10) 

浦和大学総合福祉学部 
教授 寺島 影 

⑥生活復帰・ 介護支援の実際 
(11:15@12:15) 

浦和大学総合福祉学部 

教授 寺島 影 

午 後 

②医学的リハビリテーション ( 13:10 ～ 15:00) 

順天堂大学大学院 

教授 長岡 正範 

③地域支援 ネ、 ツ トワークの現況 

(15:10 ～ 17:10) 

三重県身体障害者総合福祉センター 

経営企画チーム 
企画グループリーダ 一 白山 靖彦 

⑦地域支援ネットワーク は ついて 

(13:15@14:15) 
浦和大学総合福祉学部 

教授 寺島 影 

方
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生
活
 

司
 

⑧
 

名古屋市総合リハビリテーションセンター 

高次脳機能障害支援モデル 事業室 

長谷川真也 

  ⑨質疑応答 

国立身体障害者 いヒ 。 げづョ、 ノセ、 け - 

研究所感覚機能系 

障害研究部長 中島 人十一 
浦和大学総合福祉学部 

教授 寺島 影 

開 講式 
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平成 1 6 年度高次 脳 機能障害支援事業関係職員研修会 ( 一般研修コース ) 実施 要網 

Ⅰ 目 的 

高次脳機能障害支援モデル 事業の一環として、 高次脳機能障害日者の 診断、 評価、 リハビリテーション、 

支援など関連する 諸問題について、 都道府県・指定都市における 関係機関の担当者 ( 病院の医師友 ぴ 関係 

する職種並びに 福祉施設の担当者等 ) が、 必要な知識と 技術を習得することを 目的とする。 

2 主 催 

国立身体障害者リハビリテーションセンタ 一 

3 期 間 

平成 1 7 年 2 月 23 日 ( 水 ) ～ 2 月 25 日 ( 金 ) 

4 場 所 

国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院大研修室 (1 ㏄名を超える 場合は 、 学は 痛苦 壷 

( 埼玉県所沢市並木 4 丁目 1 番 栂 

5  受講定員 

1 00 名 

6  受講資格 

都道府県・指定都市における 関係機関 ( 身体障害者更生 相昆類斤 、 精神保健福祉センター、 保健所、 病院及び 

福祉施設等 ) において、 診断、 評価、 訓練、 支援等に携わる 医師及び関係職種にあ る者で、 都道府県，指定都 

市の障害保健福祉主管部 ( 局 ) 長からの推薦のあ る者。 

7  め 砧峯 p, ョヱき 

別紙日程 表 のとおり。 

8  受講手続 

受講希望者は、 別紙 (1) 受講申込書を 国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院 係 あ て、 

2 月 1 日 C めまでに郵送 ( 必着 ) により申し込むこと。 

g  W 小参会費用 

5, 400  円 ( 初日に徴収する。 なお、 宿泊費及び食費は 含まない。 ) 

10  宿泊施設 

① 当 センタ一の研修宿泊施設に 宿泊を希望する 者は、 別紙 (2) 宿泊申込書に よ り申し込むこと。 

②宿泊費用は 1 泊 1.250 円 ( 初日に、 宿泊日数分を 徴収する。 ) 

ただし、 宿泊は、 研修会当日 (2 月 23 日 ) からとし、 初日の研修終了後に 入舎となる。 

③宿泊施設は、 定員 40 名 (2 人部屋 ) のため、 定員を超えた 場合は、 選考 ( 抽選 ) の うえ 決定方 る 。 

11  受講決定 

選考の うえ 、 2 月 10 日 ( 木 ) までに、 障害保健福祉主管昔ロ (m 局 ) 長及び所属長あ てに通知する。 

12  その他 

本 研修会に関する 照会については、 国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院 係 あ て連絡のこと。 

〒 359-8555  埼玉県所沢市並木 4 丁目 1 番地 
国立身体障害者リハビリテーションセンター 学院 

Ⅰ EL  04-2995-3K ㏄ 内線 2614 
FA Ⅹ㏄・ 2 ㏄ 6.0966 
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平成 16 年度高 凋餌 機能障害支援事業関 廉蔵 員 研修会ト 般 研修コース ) 日程 表 
( 一般 7 肝ィ参 コース ) 

月 ・ 日 午 
  
目 @J 午 後 

受付 12:30 

日
 ）
 

 
 2

 

開講式・オリエンテーション 

( センター紹介ビデオ 六如 却 

①高次 脳 機首部き害について (14:20 ～ 15:20 り 

" 一 "" 
厚生労勤 省 社会・援護局障害保健福祉部 

合祀離離 山崎晋一朗 

②高次勝機首部き 害の医学的事項 (15:30 ～ 17: ㏄ ) 

国立身体障害者リハ」。 リ テションセンター 研究所 

感覚機能系障害研究部長 中島 八十 

  

    

日
 ）
 

れ
林
 

③医学的リハビリテーションの 実際 

(9:0 ㏄ @10:30) 
1) 携ヂ 機首 % 幹 
D 語意・注意・ 遂行機能障害 
め 社会的行動障害 

順 " 堂 " 学 " 学院 
内科系リハビリテーション 医学 

毅 。 長岡 正範 

⑤心理療法 (13:30-15:00) 

国立身体障害者 いヒ 。 肝 リョンセンター 病院 

医 癬席炎 開発部 
主任心理判定専門職 四 / 宮 美恵子 

⑥高次脳機能障害者の 家族支援 (15:10 ～ 16:40) 

 
 

④認知障害。 対す " 神経。 理学的検査 国立身 ィ榔き 言者 い 」， v テショ沈け - 病院 

(10:40 ～ 12:10) 診療部神経内科 三輪 隆子 

捧
 
宮
 

軽
科
学
教
室
 

精
ネ
榊
 

加
藤
 

ぅ
己
一
 

孝
ヒ
手
亨
 

亡
 
卜
 

"
"
"
 

奨
 
"
 
助
教
 

受
 

    

2 5 日 

( 勒 

⑦生活復帰・ 介護支援プロバラム (9: ㏄ 勺 10:30) 
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⑧生活訓練・ 職能訓練等の 実際と支援の 

あ り方 (10:40@12:10) 

名古屋市総合リハビリテーションセンター 

高次 脳 機首部き 害 支援モデル事業室 

長谷川 真也 

⑨地域支援ネットワークについて (13:10 ～ 14:40) 

 
 

浦和大学総合福祉学部 

数 " 寺島 影 

⑩地域支援 ネ、 ッ トワークの現況 
(14:50@16:20) 

三重県身体障害者総合福祉士ンター 

経営企画チーム 
企画 グ ノレープリーダ 一 白山 靖彦 

  開講式 

(16:30@16:45) 
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